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一年でもっとも華やかで、新たな旅立ちの季節である4月。私はこの季節があってとても誇らしく

思います。それは「桜前線」の北上のニュースが日本中を駆け巡り心が躍るような気分になるからで

す。青年海外協力隊の2年の活動が終わって帰国するまで、私はこの事に気を留めませんでした。日

本が温帯の絶妙な位置にあり、南北に長く、高低差に富み山紫水明の自然があるからこそ「桜前線」

北上がニュースになり得るのだと思います。現在の協力隊の派遣国で花の開花を国民全員が愛でる花

の一つにジャカランダがあります。福岡県には花守人と元福岡市長が詠った桧原桜（ヒバル桜）の有

名なエピソードがあります。桜の枝に俳句を下げたり、曲水の宴で歌を小川に流して詠み繋ぐなど日

本文化は卓越しています。ジャカランダの開花を「ジャカランダ前線」と表現し日本文化として輸出

してはどうかと思ったりしています。そしてジャカランダの枝にHAIKUを下げる。世界はより平和

で自然と調和した姿になるように思います。

これからは八重桜、石楠花の季節！皆様どうか春を満喫下さい。

【事務局長 丸田隆弘】

平成26年になってから、あっという間に3ヶ月が過ぎ毎年恒例の春募集の時期になりました。職員

一同、「秋募集からもう半年か！」と驚きながら資料の準備や、各県での説明会に奔走しているとこ

ろです。JOCA九州の業務の中でも中核をなす事業の一つですので、気合を入れて臨んでおります！

日程および会場一覧

福岡

4/4  （金） コムシティ黒崎 18：30～

4/5  （土） アクロス福岡 18：30～

4/12  （土） 博多バスターミナル 18：30～

4/18  （金） アクロス福岡 18：30～

4/23  （水） JICA九州 18：30～

4/27  （日） アクロス福岡 14：00～

福岡

4/4  （金） コムシティ黒崎 18：30～

4/5  （土） アクロス福岡 18：30～

4/12  （土） 博多バスターミナル 18：30～

4/18  （金） アクロス福岡 18：30～

4/23  （水） JICA九州 18：30～

4/27  （日） アクロス福岡 14：00～

佐賀

4/3（木） 唐津市民交流プラザ 18：30～

4/11（金） アバンセ 18：30～

佐賀

4/3（木） 唐津市民交流プラザ 18：30～

4/11（金） アバンセ 18：30～

長崎

4/13  （日） 長崎県交通会館 14：00～

4/18  （金） アルカスSASEBO    18：30～

長崎

4/13  （日） 長崎県交通会館 14：00～

4/18  （金） アルカスSASEBO    18：30～

大分

4/4（金） コンパルホール 18：30～

4/19（土） ホルトホール大分 14：00～

大分

4/4（金） コンパルホール 18：30～

4/19（土） ホルトホール大分 14：00～

熊本

4/5  （土） 熊本市国際交流会館 18：30～

4/13  （日） 熊本市国際交流会館 14：00～

4/19  （土） やつしろハーモニーホール 14:00～

熊本

4/5  （土） 熊本市国際交流会館 18：30～

4/13  （日） 熊本市国際交流会館 14：00～

4/19  （土） やつしろハーモニーホール 14:00～

宮崎

4/5（土） 都城ウェルネス交流プラザ 14：00～

4/16（水） 宮崎市民プラザ 18：30～

宮崎

4/5（土） 都城ウェルネス交流プラザ 14：00～

4/16（水） 宮崎市民プラザ 18：30～

鹿児島

4/11（金） リナシティかのや 18：30～

4/12（土） 勤労者センター 18：30～

4/20（日） 県民交流センター 14：00～

鹿児島

4/11（金） リナシティかのや 18：30～

4/12（土） 勤労者センター 18：30～

4/20（日） 県民交流センター 14：00～
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１月２５日から２月１日にかけて、マダガスカル希少動物保護事業の現地調査に

行ってまいりました。今回の調査団は、北九州市公園管理課より１名と到津の森

公園職員１名と私の合計３名でした。ミッションの内容は、昨年９月に捕獲した

、横跳びキツネザル“ベローシファカ”の飼育状態・健康状態・エサの研究状況

の確認と、輸入手続きに関する確認の調査でした。ようやく捕獲に至ったシファ

カですが、まだ世界でも研究が進んでいない種です。その為これから、飼育技術

やエサの研究など、シファカの保護と繁殖技術の普及の為に、両国で共に研究を

進めてゆきます！

２００９年以降、暫定政権下にあり、各国からの支援が停止していたマダガ

スカル。２０１４年１月、５年ぶりに正当な選挙が行われ、ようやく新大統

領が決まりました。ちょうど私たちが到着した２５日が、大統領就任式典の

日だったのですが、まだまだ政情の不安定さが街のいたるところで見受けら

れました。私自身、約２年ぶりのマダガスカル訪問でしたが、物価の上昇や

街の様子から、貧富の差の拡大を感じた再訪となりました。今後、各国から

の マダガスカルの開発・支援が再開されるだろうからこそ、この自然環境

・希少動物を守りながら環境教育を普及させるこの事業を、着実に進めてゆ

きたいです。

【佃】

【シファカへのエサを準備する飼育員】

1月末から、マダガスカルの希少動物保護事業とカンボジアでのBOPビジネス連携促進事業で、それぞれ

の担当職員が現地出張に赴きました。マダガスカルには佃職員が約1週間、カンボジアには河野職員が約1

ヶ月半、現地で活動をしてきておりますので、みなさまにご報告いたします！

さて、当プロジェクトはニーズ調査を終え、水処理システムの建設や野菜栽

培システムの実験栽培を開始いたしました。それに伴い管理組合のリーダー候

補のコム・キーさんを雇用し、小さな一歩を踏み出しました。今回は野菜の実

験栽培がメインでしたが、これから水処理システムが出来上がり次第、水の販

売も行っていきます。その為の事前準備として、銀行口座開設や事業のお金の

管理の仕方(帳簿付け)、野菜システムの管理マニュアル作成なども指導してき

ました。協力隊の経験から、日本人がいなくなってもカンボジア人で管理でき

るように、今回指導したことはコム・キーさんから新管理組合員へ教える形を

とります。私はあくまでも「サポート」として、この管理組合がスムーズに運

営できるように見守っていこう！と思っております。 【河野】

1月31日～3月17日までの約一ヶ月半、「命の水プロジェクト」

管理組合指導のため、カンボジアへ出張してきました。カンボジ

アの発展は目覚しく、私が協力隊員として活動していたころとは

ずいぶんと様子が変わっていました。吉野家まで出来ており、驚

きました！カンボジアはまだまだ発展しそうです。うれしいよう

な、さみしいような。。。
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私は約2週間、JOCAでインターン生として働かせて頂き

ました。短い間でしたが毎日スーツを着て出勤する日々

は学生生活とはことなり、新鮮でした。インターンでは、任

された仕事をやり遂げることで社会人としての責任感を学

んだことはもちろん、JOCAを通して学生ボランティア団体

”Unica”と知り合うことも出来ました。これからはインターン

では終わらずにUnicaの一員として、

JICA研修員交流プログラムなどに積

極的に参加するなどして国際協力

に貢献できたらと考えています。

北九州市立大学 内田友理

2月12日から約2週間インターンシップでお世話になり

ました。半田です。インターン期間中はとても忙しい時

期だったということもあり、様々な分野のお仕事を経験

させてもらいました。そしてたくさんの素敵な方々に出

会うことができ、こんなに成長できる環境をつくってい

ただいたこと、本当に感謝しています。残りの学生生活

ではこのインターンシップで学んだ

ことを生かして、自分らしく頑張り

ます！

ありがとうございました。

西南学院大学 半田洋子

交流プログラムとは、途上国からJICA九州に様々な技術研修にやってくる研修員たちを、幼稚園、保育所、小中高

学校、大学、市民センター等に連れて行き、市民との交流をはかる！という事業です。平成25年度、JICA研修員との

交流プログラムは31件の実施でした。

年間たくさんの研修コースがやってきます。来日して2～3日で交流プログラムをするものですから、あたたかい日本

人のもてなしを、とても新鮮に感じます。研修員は一応、2時間の日本語講座を受けてから交流プログラムに臨みま

す。交流先に向かうバスの中で自己紹介を一生懸命練習します。「わたすぃわ リカルド でし カーボヴェルデ から

きまして。どーずぉ よろしか おねがいしましゅ」と。31件行った交流プログラムのアンケートは全て、「very good」か「

good」しかありません！とても評価の高いプログラムです！日本の技術を学習するだけでなく、日本を、日本人を好

きになってもらう。このことは世界平和にきっと貢献していると思います。

【米村】

実りあるインターンを終えて

10日間お会いした皆さんに感謝しています。ありが

とうございました。“国際協力”というぼやけた像を少

しでも見ることができたのではないかと思います。こ

れから社会を担う者として今回学ばせていただいたこ

とを社会へ還元できるよう小さな

コミュニティーから行動していきた

いです。今回お会いした元協力

隊員やJICA職員の方との縁を大

切に残りの大学生活を学んでい

きます。お世話になりました。

西南学院大学 中村優太

インターンを終えて

10日間お世話になりました。1日1日が濃くて、毎日が充

実していました。

職員の方はもちろん、インターン中にお会いした方から

様々な話を聞くことができ、視野が広がりました。国際協

力というのは様々なカタチでできると感じました。 これか

らの大学生活ではJOCAさんで学んだことを大切にし、様々

な事に挑戦、経験をしていきたいと思います。そして将来、

社会の役に立てるような人になりたいと

思いました。

ありがとうございました。

福岡国際大学 古川 裕紀乃
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発行 特定非営利活動法人 九州海外協力協会

〒812-0011

福岡市博多区博多駅前3－10－34

Mビル3号館 ２F AB号室

TEL：092-415-6536

FAX：092-415-6518

HP：www.joca-kyushu.or.jp/

E-mail：ngoqshuint@joca-Kyushu.or.jp
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（特活）九州海外協力協会 ☆会員募集中☆

スタッフが日々の業務やそれぞれの日常を徒然なるまま

に綴っております。お時間のあるときにぜひご覧下さい。毎

週水曜日更新！コメントお待ちしております！

http://blogs.yahoo.co.jp/jocakyushu/MYBLOG/yblog.html

《編集後記》

当協会では、活動に御賛同いただける団体・個人の皆様

を募集しております。会員の方には四半期毎に発行しており

ます「JOCA kyushuだより」をお送りさせていただいているほ

か、当会主催、共催のイベント情報などをご案内しておりま

す。是非とも、宜しくお願い致します。

※ご関心のある方は、当会までお問い合わせ下さい。

JOCA Kyushu ぶろぐ

3月をもちまして、九州海外協力協会を退職となりました。

みなさまにはいつも大変お世話になりまして、誠にありがとうございました。

私はＪＩＣＡ九州内で約3年間、いつも多くの方に助けられながら、そして多くの事を学ぶ機会をいただき

ました。青年海外協力隊の経験を生かした、この仕事に携わることができたことが本当に幸せで、何よ

りも代えがたい仲間とも出会い、自分にとって成長する機会を与えていただいたことに大変感謝してお

ります。

ＪＯＣＡとしては、退職となりますが、今後はいちＯＶとして、ボランティア事業、開発教育事業に少しでも

貢献できたらと思っています。

また、どこかでみなさまにはお会いする機会もあるかと思いますが、今後ともどうぞよろしくお願い致

します。春からはジャカルタ日本人学校に勤務予定をしております。インドネシアに来られる際はぜひ

ご連絡をいただけたらと思います。

3月31日をもちまして、当会の森川職員が離任いたしました。今後はまた世界に飛び出す

ということで、職員一同より一層の活躍を祈念しております。森川君、がんばれ！

（以下森川より会員の皆様へのメッセージです。）

3月いっぱいで森川職員が離任し、同期がいなくなる寂しさを

感じております。3年間はあっというまで、私の任期もあと少し。

ですが、春募集が始まりますので、気持ちを切替えて各県説明

会に向かって行きたいと思っています。次号からこの場所も私

の後任が書くことになると思いますが、どうぞ宜しくお願いしま

す。
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